
督促状配付 

借りたままの本はありませんか？督促状を受け取った人は速やか

に返却しましょう。図書室の本はみんなの本です。あなたの借りて

いる本を、待っている人がいることを忘れないようにしましょう。 
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クラス別貸出冊数（R6.4～R7.2）

3月 図書だより 

令和 7 年 3 月 13 日発行 

徳之島高校図書室 

第 11 号  

★貸出期間：3月 13、14、17日 

★貸出冊数：10冊まで 

★返却日：4月 14日（月） 

※今回は貸出期間が短くなっています。春休み用に借りたい人は早め

の貸出をおすすめします。 

春休み特別貸出実施 

 今年度を振り返ると、昨年度より図書室の利用者も貸出冊数も増えていました。

読書や勉強だけではなく、情報交換や一人の時間を楽しむ姿もみられました。授

業や探究学習での利用も多かったと思います。みなさんはどのくらい利用できま

したか？あまり利用できなかった人は、ちょっとのぞいてみませんか？あなたの

「好き」が本になって待っているかもしれませんよ。 

 春休み期間中は特別貸出も行います。いつもより多く、長く借りることができ

るので、この機会にぜひ本を借りましょう。 

 

３年生は受験の時期に多くの利用がありました。集団討論やプレ

ゼンなどに向けて知識を増やしたり、受験のお供、息抜きとして

飛行機や船で読むという人もいました。上手に本を活用できてい

て素晴らしいと思います！1・2 年生も来年度はさらに本に親し

みましょう！ 



 
 

今年度最後の新着本案内となりました。今話題の作品がそろっています！ 

春休み、どれから読む？ 

 

＊『雫』寺地はるな（913） 

＊『小鳥とリムジン』小川糸（913） 

＊『まず良識をみじん切りにします』浅倉秋成（913） 

＊『人魚が逃げた』青山美智子（913） 

＊『19歳までに手に入れる 7つの武器』樺沢紫苑（159） 

＊『蔦屋重三郎と江戸の黄表紙』山脇麻生（913） 

＊『Y字路はなぜ生まれるのか？』重永瞬（685） 

＊『ILUSTRATION2025』平泉康児（726） 

＊『ごみ収集の知られざる世界』藤井誠一郎（518） 

＊『オーバーツーリズム』高坂晶子（689） 

＊『人間関係リセット症候群』ゆうきゆう（361） 

＊『灯台を読む』阿部龍太郎他（557） 

＊『積ん読の本』石井千湖（019） 

＊『ネットでいじめられたら、どうすればいいの？』春名風花（371） 

＊『バイアス大図鑑』池田まさみ他（141） 

＊『夢を叶えるために脳はある』池谷裕二（491） 

＊『天才なのに変態で愛しい数学者たち』千葉逸人（410） 

＊『なぜか「なんとなく生きづらい」の正体』メグ・アロール（498） 

＊『古池に飛びこんだのはなにガエル？』稲垣栄洋（911） 

＊『禁忌の子』山口未桜（913）             などなど… 

新着本案内 

★多読賞★ 

 ４月から２月までの貸出冊数を集計しました。今年度最も多く借りたのは…

３年３組永吉瑠那さん（72冊）でした。おめでとうございます‼ 

 たくさん借りた本の中で、最も印象に残っている１冊は？と聞くと、『傘を

もたない蟻たちは（加藤シゲアキ著）』と教えてくれました。理由は「ビブリ

オバトルで紹介した思い出の１冊で、短編集なのでたくさんの物語が楽しめる

し、アイドルとしての著者と本の内容のギャップに驚いたから」ということで

した。 

 みなさんも、来年度もたくさん読んでお気に入りの１冊を見つけよう！ 

3月テーマ展示  

『2025 本屋大賞ノミネート作品』 

 2025 年の本屋大賞は一体どの本になるでしょう⁈全国の書店員さんが投

票しているので、面白くないわけがない！本を読み慣れていない人にもオスス

メですよ。みんなで候補作を読んで大賞を予想しよう！ 

【ノミネート作品一覧】 

＊『禁忌の子』山口未桜        ＊『spring』恩田陸 

＊『アルプス席の母』早見和真     ＊『生殖記』朝井リョウ 

＊『カフネ』阿部曉子         ＊『人魚が逃げた』青山美智子 

＊『成瀬は信じた道をゆく』宮島未奈  ＊『死んだ山田と教室』金子玲介 

＊『小説』野崎まど（←↓ごめんなさい。まだ図書室にはありません） 

＊『恋とか愛とかやさしさなら』一穂ミチ 


